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【繰越明許費】予算説明

8款土木費 5項都市計画

事業名 金

下水道事業

会計繰出金

50ページ~ 51ページ

4目公共下水道費

額 国庫

支出金

1 繰越明許費の対象事業及び工事

0 公共下水道雨水建設事業 726,300 千円

・中部第三排水区(大黒町ほか)雨水渠布設工事

・中部第三排水区(尾上町)雨水渠布設工事

当該地区の浸水を防ぐため、長崎駅周辺土地区画整理事業の進捗と調整を図りながら、

雨水施設の整備を実施しているもの。

予現額

支出予定額

繰越明許額

4,370,940

4,271,920

99,020

財源

地方

繰越事由

周辺の関連工事との工程調整により雨水渠布設工事の着手時期がずれ込み、年度内

に完了しない見込みであるため、その財源となる一般会計からの繰出金(出資金)1こつぃ

て繰越明許費を、上しようとするもの。

(単位:干円)

内訳

その他一般財源

4,370,940

-4271,920

99,020

3 工事スケジュール

令和5年度

2月3月4月5月6月7月8月

令和4年度

4月5月6月7月8月9月10月11月12月1月

変更前

9月

変更後



4 財源内訳

事 業費

726,300

【繰出金(出資金)】

雨水分建設事業費(単独・補助公共下水道雨水建設事業

どの特定財源を除いた一般財源相当額

企 業債

386,660
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5 下水道事業会計繰出金内訳表

区分 対数事業名等

雨水処理負担金

羽,020

水質管理負担金

負

普及促進負担金

雨水処理に要する経費

内

不明水処理負担金

、

下水の水質保全に要する経費

担 企業債利子負担金

水洗便所の普及促進に要する人件費

汚水公費負担金

汚水管に流入する不明水(雨水や地卞水
等)の処理に要する経費

金
高資本費対策負担金

対象となる企業債の利子償還金の一部

予算現額

児童手当負担金

分流式下水道事業の資本費 G吾水に係る
企業債の元利償還金)のうち、使用料で
なく公費で負担すべきもの

(単位;干円)

予算現額のうち
繰越明許額

130,830

資本費が著しく高額になっている下水道
事業のうち、公費で負担すべきもの

補 普及促進補助金

5,5的

児童手当法に基づく児童手当の給付に要
する経費の一部

11,139

/1、

水洗便所の普及促進を目的とする補助金
ほか

認,520

計

企業債元金等

139,390

門、

①

計

1,615,646

③(①十②)

昌十

雨水及び汚水に係る企業債元金償還、雨
水処理に要する資本費ほか

38,592

②

5,128

'十

2,034,814

計

④

(③十④)、

18,156

18,156

2,052,970

2,317,970
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2,317,970

4,370,940

99,020

99,020

容
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